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か
す
が
市
民
懇
話
会

市
長
に
活
動
報
告
書
を
進
呈

　
７
月
13
日
、
か
す
が
市
民
懇
話
会
は
、
同
会
の
討
議
内
容
を
ま
と
め
た「
か
す
が
市
民
懇

話
会（
11
期
、
12
期
）活
動
報
告
書
」を
井い
の
う
え上
市
長
に
進
呈
し
ま
し
た
。

　
か
す
が
市
民
懇
話
会
は
、
市
民
公
募
に
よ
る
会
員
、
市
内
の
公
的
団
体
な
ど
が
推
薦
す
る

会
員
の
31
人
で
構
成
さ
れ
、
市
民
の
生
の
声
や
生
活
者
の
視
点
か
ら
の
意
見
を
、
市
政
運
営

に
生
か
す
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

△活動報告書を提出した市民懇話会会員
（左から杉

すぎうら
浦しのぶさん、紙

か み や
屋彰

あ き え
枝さん、三

み た に
谷聡

そういちろう
一朗さん、

井上市長、松
ま つ お

尾謙
け ん じ

治さん）

活
動
報
告
書
か
ら

　
11
期
・
12
期
の
活
動
で
は
、「
見
て
、
考

え
て
、
言
っ
て
、
共
に
や
っ
て
み
る
」を
年

間
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

講
話
や
グ
ル
ー
プ
懇
話
を
行
い
ま
し
た
。

※今回提出された「かすが市民懇話会（11期・
12期）活動報告書」は、市ウェブサイト

（http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/）、
市役所情報公開コーナー（市役所2階）、市
民図書館で見ることができます。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
５

第1回 春日市の文化財の活用について

第2回 超高齢社会について

第3回 コミュニティのつながりを高
めるためには？

第4回 身近で考える男女共同参画社
会について

第5回 健康・スポーツの促進について

■各回テーマ

△奴国の丘歴史資料館を見学する会員たち
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「平成27年度かすが市民懇話会について」
　私は、「かすが市民懇話会」に９期、11期に参加させ
ていただきました。４年間の体験を通して、一市民と
して、春日市をどう捉えていくか、考える機会になっ
たと思います。
　会長を務めた平成27年度は、当懇話会会員の皆さ
んの要望を受け役員で協議の上、各回の懇話テーマを
計画しました。
　また、年間スローガンにつきましては、市の「協働
のまちづくり」をさらに推進するために、市民が共に
行動する取り組みについて考えたい、という思いから、

「見て、考えて、言って、共にやってみる」と決定しま
した。
　毎回、市長はじめ各部課の職員から情報提供があり、
参加者全員で懇話・発表し、市長の所感をいただきま
した。
　施設見学としては、奴国の丘歴史資料館や、福岡市
主催の「新・奴国展」に合わせ、伊都国歴史博物館、福
岡市博物館を同時期に見学し、春日市における古代の
歴史に大きな存在感を感じることができました。
　また、4〜5月には、完成したばかりの総合スポー
ツセンターを見学し、この施設を生かした健康スポー
ツの振興や健康づくりについて懇話しました。
　終わりに、今後の春日市およびかすが市民懇話会の
ますますのご発展を心からお祈りいた
します。

　かすが市民懇話会
　平成27年度会長　紙

かみや
屋彰

あき え
枝さん

平成28年度（12期・13期）の活動がスタート

　今年度は、13期の会員21人（市民公募11人、
団体推薦10人）を加えた、計31人で７月からス
タートしました。会員の任期は２年間で、これか
らの活動が期待されます。

■平成28年度かすが市民懇話会（12期・13期）会員
（区分別に五十音順・敬称略）

市長からメッセージ
　かすが市民懇話会は、市民の率直な意見を行政施策
に生かし、市民と行政との協働による市政運営を一層
推進することを目的に、平成16年に設置しました。
　12年目となる平成27年度は、さまざまな公共施設
を見学し、春日市の持つ資源や魅力を、どのようにま
ちづくりの中で生かしていくか、多様なご意見をいた
だきました。
　会員の皆さんからいただく貴重なご意見やご提言
は、職員共々、良い勉強の機会とさせていただいてい
ます。
　最後に、会員の皆さんには、ご多忙
の中、毎回熱心にご討議いただき、
心から感謝申し上げます。

　　　　　春日市長　井
いのうえ
上澄
すみかず
和

区分 氏名

市
民
公
募
会
員

 石
いしざき

﨑　菜
な つ き

月
 伊

い と う
藤　悦

え つ み
美

 大
お お た

田　優
ゆ い

初
 鬼
おにづか

塚　文
ふ み こ

子
 川

か わ の
野　康

やすひろ
廣

 城
き ど

戸　寛
ゆたか

 志
し き

岐　美
み え

枝
 杉
すぎうら

浦　しのぶ
 添

そ え だ
田　孝

たかひろ
浩

 十
そ ご う

河　春
は る み

美
 大
だいとう

東　九
く に お

二生
 田

た じ ま
嶋　章

ふみてる
照

 長
な が た

田　豊
と よ き

喜
 中

な か の
野　正

まさつね
常

 平
ひ ら の

野　哲
てつろう

朗
 藤

ふ じ た
田　歩

あ ゆ み
実

 別
べ っ ぷ

府　正
まさのり

紀
 別

べ っ ぷ
府　るみ子

こ

 三
み た に

谷　聡
そういちろう

一朗
 森
もりやま

山　正
まさはる

治
 山
やまうち

内　理
り お

央

団
体
推
薦
会
員

 稲
いななが

永　正
まさのり

則
春日市商工会

  上
う え だ

田　剛
たけとし

稔
春日市小中学校ＰＴＡ連絡協議会

 小
お が わ

川　全
たけなり

也
春日市シニアクラブ連合会

 小
こ じ ま

嶋　久
ひさひで

英
筑紫農業協同組合

 下
しもかわ

川　智
と も こ

子
春日市文化協会

 早
は や の

野　雅
ま さ か

佳
春日市社会福祉協議会

 藤
ふじいし

石　秀
ひであき

昭
春日まちづくり支援センター・ぶどうの庭

 松
ま つ お

尾　志
し ろ う

郎
春日市身体障害者福祉協会

 松
ま つ お

尾　光
みつひろ

弘
春日市体育協会

 龍
りゅう

　都
み や こ

矢子
春日市子ども会育成会連絡協議会
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平
成
28
年
度
考
古
企
画
展
　「
奴
国
の
首
都
　
須
玖
岡
本
遺
跡
」

奴
国
の
首
都　
須
玖
岡
本
遺
跡
の
秘
密
に
迫
る

須
玖
岡
本
遺
跡
調
査
の
歩
み

◇
１
８
９
９(

明
治
32)

年

・
王
墓
発
見

◇
１
９
２
９（
昭
和
４
）年

・
京
都
帝
国
大
学
に
よ
る
学
術
調
査

※
初
め
て
の
本
格
的
発
掘
調
査
。

◇
１
９
６
２（
昭
和
37
）年

・
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
と
福
岡

県
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査

※
甕
棺
を
埋
め
る
墓
穴
の
存
在
を
初
め
て

確
認
し
、
甕
棺
墓
を
調
査
す
る
上
で
基

準
と
な
る
調
査
手
法
を
確
立
。

◇
１
９
７
９
～
１
９
８
０(

昭
和
54
～
55)

年

・
福
岡
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査（
県
道

拡
幅
の
た
め
）

・
春
日
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
岡
本
町
四
丁

目
遺
跡（
後
に
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
公

園
と
し
て
整
備
）の
調
査

※
市
単
独
で
の
初
め
て
の
発
掘
調
査
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
開
発
を
前
提
と
し
た
緊
急

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

◇
１
９
８
６（
昭
和
61
）年

・
春
日
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
須
玖
岡
本
遺

跡
１
次
調
査（
王
族
墓
域
）

　
須す
ぐ
お
か
も
と
い
せ
き

玖
岡
本
遺
跡
は
弥
生
時
代
の
代
表
的
な
遺
跡
で
、
そ
の
重
要
性
か
ら

昭
和
61
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
奴な
こ
く国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
は
、

史
跡
指
定
30
年
を
記
念
し
、
９
月
17
日
㈯
か
ら
10
月
30
日
㈰
ま
で
企
画
展
を

行
い
ま
す
。
今
回
は
、
展
示
の
内
容
を
一
部
先
取
り
し
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で

意
外
と
知
ら
な
い「
須
玖
岡
本
遺
跡
が
奴
国
の
首
都
と
言
わ
れ
る
理
由
」に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

《
根
拠
１
》王
墓

　
今
か
ら
１
１
７
年
前（
明
治
32
年
）、
民
家

を
新
築
す
る
た
め
畑
の
中
に
あ
っ
た
大
石
を

動
か
し
た
と
こ
ろ
、
下
か
ら
甕か
め
か
ん
ぼ

棺
墓
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
中
国
で
作
ら
れ

た
銅
鏡
が
約
30
面
、
銅
矛ほ
こ
・
銅
剣
・
銅
戈か

な

ど
青
銅
製
の
武
器
10
本
以
上
、
ガ
ラ
ス
璧へ
き
、

ガ
ラ
ス
勾ま
が
た
ま玉
、
ガ
ラ
ス
管く
だ
た
ま玉
な
ど
、
他
に
ほ

と
ん
ど
類
を
見
な
い
多
数
の
貴
重
な
副ふ
く
そ
う葬
品ひ
ん

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
鏡
の
中
に
は
中
国
で
も
王
侯
ク
ラ

ス
の
墳
墓
で
し
か
出
土
し
な
い
、
直
径
20
㎝

を
超
え
る
大
型
の
鏡（
草そ

う
よ
う
も
ん
き
ょ
う

葉
文
鏡
）が
３
面
も

含
ま
れ
て
お
り
、
漢か

ん
の
皇
帝
か
ら
厚
遇
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
の
成
果
や
中
国
の

歴
史
書
、
地
名
の
検
証
な
ど
か
ら
、
定
説
で

は
福
岡
平
野
一
帯
に「
奴
国
」が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
葬
ら
れ
て
い
た

人
物
は
奴
国
を
治
め
て
い
た
王
で
あ
り
、
甕

棺
墓
の
時
期
か
ら
、
後
漢
の
皇
帝
よ
り「
漢か

ん
の

委わ
の
な
の
こ
く
お
う

奴
国
王
」の
金
印
を
も
ら
っ
た
王
の
数
代

前
の
人
物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
根
拠
２
》身
分
制
度
の
登
場

　
王
墓
を
中
心
と
し
た「
岡
本
地
区
」で
は
、

王
墓
の
西
北
部
分
に
ま
と
ま
っ
た
数
の
甕
棺

墓
群
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
墓
穴
の
規
模
が

大
き
く
高
い
確
率
で
副
葬
品
を
伴
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
７
次
調
査
で
は
、
王
墓
と
同
時

期
の
墳ふ
ん
き
ゅ
う
ぼ

丘
墓
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
王
族
た
ち
の
集
団
墓
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま

す
。

　
こ
れ
に

対
し
、
奴

国
の
丘
歴

史
公
園
に

な
っ
て
い

る
高
台
の

「
岡
本
山

地
区
」で

須玖岡本遺跡1次調査の発掘風景（昭和61年）

王墓の埋葬状況の想像図
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は
、
同
じ
よ
う
に
集
団
墓
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
副
葬
品
を
伴
わ
ず
、
墓
穴
の
規
模
も
小
さ

い
た
め
、
王
族
以
外
の
人
た
ち
が
葬
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
王
墓
や
王
族
墓
が
作
ら

れ
た
時
期
に
は
、
安
定
し
た
統
治
体
制
が
確

立
し
、
ク
ニ
の
中
に
身
分
制
度
が
生
ま
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど

王
墓
や
王
族
墓
が
ま
と
ま
っ
て
見
つ
か
っ
た

地
域
は
限
ら
れ
て
お
り
、
副
葬
品
の
数
々
か

ら
も
、
奴
国
が
い
か
に
栄
え
て
い
た
か
う
か

が
え
ま
す
。

《
根
拠
３
》国
内
最
大
級
の
工
房
跡

坂
本
地
区
で
見
つ
か
っ
た
大
規
模
工
房
跡

　
王
墓
の
北
方
約
１
０
０
ｍ
の
地
点
で
は
、

弥
生
時
代
の
青
銅
器
工
房
跡
と
見
ら
れ
る
周

囲
に
溝
を
巡
ら
せ
た
建
物
跡
が
多
数
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
工
房
跡
の
内
外
か
ら
、矛
、

戈
、
剣
、
鏡
、
小
銅
鐸
、
鏃
な
ど
の
鋳
型
や
、

坩
堝
、
銅
滓
、
ガ
ラ
ス
勾
玉
鋳
型
な
ど
、
青

銅
器
や
ガ
ラ
ス
生
産
に
関
連
す
る
遺
物
が
大

量
に
出
土
し
て
お
り
、
多
様
な
種
類
の
製
品

を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
工

房
跡
を
取
り
囲
む
一
部
の
溝
に
は
何
度
も
掘

り
直
さ
れ
た
跡
が
あ
り
、
建
物
も
何
度
も
建

て
替
え
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

長
期
に
わ
た
っ
て
青
銅
器
生
産
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
古
代
の
最
先
端

技
術
を
集
約
し
た
工
業
団
地
と
も
言
え
る
工

房
跡
の
範
囲
は
、
全
体
で
２
０
０
０
㎡
を
超

え
て
お
り
、
日
本
最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。

工
房
跡
が
た
く
さ
ん
あ
る
理
由

　
青
銅
は
銅
や
錫
な
ど
の
合
金
で
、
当
時
の

日
本
で
は
簡
単
に
手
に
入
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。奴
国
の
強
力
な
王
の
下
で
、

有
力
な
ク
ニ
と
し
て
直
接
大
陸
と
交
渉
を
行

え
る
よ
う
に
な
り
、
貴
重
な
材
料
も
安
定
し

て
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
奴
国
で
生
産
さ
れ
た
青
銅
器
は
、

北
部
九
州
各
地
、
四
国
、
対
馬
な
ど
へ
広
く

流
通
し
て
お
り
、
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。
こ

れ
ら
の
地
域
へ
の
影
響
力
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
こ
の
地
で
青
銅
器
が
盛
ん
に
製
造

さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
６
月
に
岡
本
町
四
丁
目
遺
跡
が「
岡
本
遺

跡
」と
し
て
国
指
定
の
史
跡
と
な
る

◇
１
９
８
７
～
２
０
０
０（
昭
和
62
～
平
成
12
）年

・
須
玖
岡
本
遺
跡
２
～
16
次
調
査
な
ど（
旧

称
、
岡
本
山
遺
跡
、
岡
本
ノ
上
遺
跡
、

須
玖
坂
本
遺
跡
を
含
む
）須
玖
岡
本
遺
跡

の
範
囲
内
で
合
計
23
件
の
調
査
が
行
わ

れ
る

※
王
族
墓
域
の
甕
棺
墓
群
の
中
に
は
、
人

工
的
に
土
を
盛
り
上
げ
た
墳
丘
を
持
つ

も
の
が
あ
る
こ
と
を
発
掘
調
査
で
実
証
。

日
本
最
大
規
模
の
青
銅
器
工
房
跡
の
発

見
。

◇
２
０
０
０（
平
成
12
）年

・
史
跡
名
を「
岡
本
遺
跡
」か
ら「
須
玖
岡
本

遺
跡
」に
変
更

・「
須
玖
岡
本
遺
跡
」の
遺
跡
範
囲
を
決
定

◇
２
０
０
２（
平
成
14
）年

・「
須
玖
岡
本
遺
跡
」を
４
地
区
に
整
理
す
る

▽
王
墓
と
王
族
墓
の「
岡
本
地
区
」

▽
青
銅
器
工
房
跡
の
集
中
す
る「
坂
本
地
区
」

▽
岡
本
地
区
東
側
の
集
落
跡
の「
盤
石
地
区
」

▽
高
所
に
位
置
し
墳
墓
群
と
集
落
跡
か
ら

な
る「
岡
本
山
地
区
」（
現
在
の
奴
国
の
丘

歴
史
公
園
周
辺
）

◇
２
０
０
３
～
２
０
０
７（
平
成
15
～
19
）年

・
岡
本
地
区
で
７
件
、岡
本
山
地
区
で
２
件
、

盤
石
地
区
で
４
件
の
確
認
調
査

◇
２
０
１
５・２
０
１
６（
平
成
27
・
28
）年

・
岡
本
地
区
で
20
次
調
査

※
日
本
最
大
級
の
甕
棺
墓
が
見
つ
か
る
。

最
新
技
術
を
活
用
し
て
遺
物
を
取
り
上

げ
る
。
福
岡
平
野（
奴
国
エ
リ
ア
）初
の

青
銅
製
把
頭
飾
が
出
土
。

（左から）岡本地区王族墓出土鉄矛、銅剣、ガラ
ス小玉・勾玉

須玖岡本遺跡坂本地区の工房跡

（上）坂本地区出土青銅器鋳型
（左）坂本地区出土生産関連遺物
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平成28年度考古企画展
史跡指定30周年記念
「奴国の首都

　　須玖岡本遺跡」

史跡指定30周年を迎える
須玖岡本遺跡の歴史を分か
りやすく展示します。

最新の岡本地区20次調査
の成果も報告します。

入場は無料です。
期間　9月17日 ㈯ ～10月

30日㈰
時間　午前9時～午後5時

(入館は午後4時30分ま
で）

※休館日は、第3火曜日（祝日
のときはその翌日）です。

場所　奴国の丘歴史資料館 
(岡本３-57）

※須玖岡本遺跡など市内の
貴重な文化財を市民の皆
さんにより親しんでもら
うにはどうしたらよいか
を共に考えるため、ご意
見コーナーを設けます。
皆さんの自由な発想や意
見を待っています。

　
平
成
27
年
３
月
に
、
須
玖
岡
本
遺
跡
の
王

族
墓
と
さ
れ
る
一
角
の
確
認
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
国
内
最
大
級
の
甕
棺
墓（
紀
元
前

１
５
０
年
ご
ろ
）が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
金

属
探
査
の
結
果
、
貴
重
な
青
銅
器
が
副
葬
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
調
査
を

い
っ
た
ん
止
め
て
国
な
ど
と
相
談
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
副
葬
品
が
腐
食
な
ど
で
消
滅
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
平
成
28
年
２
月
に
補
足

調
査
を
行
い
、
遺
物
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

補
足
調
査
で
は
、
銅
剣
と
青
銅
製
の

把は
と
う
し
ょ
く

頭
飾（
剣
の
柄
に
付
け
る
飾
り
）が
出
土

し
、
銅
剣
の
周
り
に
は
大
変
貴
重
な
赤
色
顔

料
で
あ
る
水
銀
朱し

ゅ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
発
掘
に
あ
た
っ
て
は
、
埋
葬
時
の
埋
め
方

が
分
か
る
よ
う
に
甕
棺
墓
内
の
土
を
段
階
的

に
掘
り
下
げ
、記
録
を
丁
寧
に
取
り
な
が
ら
、

春
日
市
で
は
初
の
試
み
と
な
る
三
次
元
計
測

も
行
い
ま
し
た
。
青
銅
器
周
囲
の
土
に
は
、

有
機
物
な
ど
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
九
州
歴
史
資
料
館
の
協
力
を
得

て
、
青
銅
器
を
甕
棺
の
一
部
と
周
囲
の
土
砂

ご
と
液
体
窒
素
を
使
っ
て
冷
凍
固
化
し
て
取

り
上
げ
、
室
内
で
詳
細
な
調
査
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
取
り
上
げ
た
遺
物
は
、
さ
ら
に
精
密
な
三

次
元
計
測
を
行
い
、
こ
の
画
像
解
析
と
丹
念

な
観
察
調
査
の
結
果
、
副
葬
品
の
周
囲
に
絹

織
物
と
み
ら
れ
る
痕
跡
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
今
後
、
九
州
歴
史
資
料
館
や
九

州
国
立
博
物
館
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
な
ど
に
よ
る
調
査
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

須
玖
岡
本
遺
跡
岡
本
地
区
20
次
補
足
調
査

最
新
の
調
査
手
法
で
新
た
な
発
見
！

　

こ
の
20
次
補
足
調
査
は
、
６
月
17
日
に
記
者
発
表
し
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
各
紙
の

紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
調
査
概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（上）甕棺墓全景。縦5.2m×横   
3.9mで国内最大規模

（左）取り上げ後の遺物。銅剣の
右側に水銀朱が見られる。拡
大すると繊維状の跡が分かる

問い合わせ先
文化財課文化財担当

☎（501）1144　F（573）1077
http://www.city.kasuga.

fukuoka.jp/nakoku/

　　　

　 7月17日、奴国の丘歴史資料館で、遺跡周辺の地域

を対象とした同遺跡の調査報告会が行われました。会場

は参加者で一杯になり、今回の大規模甕棺墓と銅剣、青

銅製把頭飾、水銀朱の発見への関心の高さをうかがわせ

ました。参加者の皆さんは、甕棺墓や遺物の説明を受け、

その中で示された最新の3Ｄデジタル技術を使った王族

墓を立体的に解析した映像に、感嘆の声を上げました。

　参加者からは「人骨は出なかったのか」や「丘陵に王墓

がある意味合いは」などの質問が出され、また、「水銀朱

は不老不死の薬として求

められていたのではない

か」、「朱が使われていた

ということは、やはり王

族ではないか」との職員

の説明に興味を引かれていました。

　最後に現地見学をして、埋め戻されてはいますが、古

代人の営みに皆思いをはせつつ散会。今後の更なる解明

に胸が膨らむ1日でした。 （広報レポーター　松
ま つ お

尾謙
け ん じ

治）

大規模甕棺墓と銅剣、青銅製把頭飾、水銀朱が出土
須玖岡本遺跡報告会

△報告会後、現地で説明を受
ける参加者たち
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市からのお知らせ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

　
「
つ
い
で
隊
」は
、
組
織
的
に
活
動
す

る
こ
と
は
な
く
、
犬
の
散
歩
や
買
い
物
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
通
勤
な
ど
の
個
人
の
日

常
生
活
の「
つ
い
で
」に
、
腕
章
な
ど
の
防

犯
グ
ッ
ズ
を
着
用
し
て
ま
ち
を
見
守
る
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
安
全
安
心
課

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う

防
犯
意
識
を
持
ち
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
春
日
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
16
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
す
る
人

申
込
方
法　
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
安
全
安
心
課
窓
口

（
市
役
所
３
階
）へ
提
出
す
る
か

フ
ァ
ッ
ク
ス（
送
信
後
、
電
話
で

送
信
確
認
を
す
る
こ
と
）で
送
る

※
登
録
申
込
書
は
、
安
全
安
心
課
窓
口

で
配
付
す
る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（http://w
w

w
.city.kasuga. 

fu
ku

o
ka

.jp
/life/so

n
a

e/
bouhan/tuidetai.htm

l

）か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

防
犯
グ
ッ
ズ

▽
腕
章　

無
料（
実
費
２
０
０
円
は
、
市

自
治
会
連
合
会
が
補
助
す
る
た
め
、
登

録
者
の
負
担
は
な
し
）

▽
ワ
ッ
ペ
ン（
希
望
者
の
み
）　
２
０
０
円

日
常
生
活
の「
つ
い
で
」に
ま
ち
を
見
守
る「
つ
い
で
隊
」に
登
録
し
ま
せ
ん
か

防
犯
グ
ッ
ズ
の
受
け
取
り
方
法

▽
窓
口
申
し
込
み

登
録
申
込
書
の
提
出
と
引
き
換
え
に
、

そ
の
場
で
受
け
渡
し

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
申
し
込
み

安
全
安
心
課
か
ら
申
込
者
に
電
話
し
、

受
け
取
り
日
時
の
確
認
後
、
同
課
窓
口

で
引
き
渡
し

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
安
全
安
心
課
防

犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
３

　
必
要
な
人
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ

う
に
、
医
療
機
関
な
ど
を
利
用
す
る
際
に

は
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
休
日
・
夜
間
の
受
診
は
最
小
限
に

▽
休
日
や
夜
間
の
軽
症
患
者
の
救
急
医

療
へ
の
受
診
が
増
加
し
、
緊
急
性
の

高
い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き

た
す
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
休
日
や
夜
間
は
医
療
費
が

高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
窓
口
負
担

も
高
く
な
り
ま
す
。

　
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

▽
休
日
や
夜
間
に
子
ど
も
の
急
病
に

困
っ
た
ら
、
ま
ず
、
小
児
救
急
電
話

相
談（
＃
８
０
０
０
、
携
帯
電
話
も

可
）を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
小
児
科
の
医
師
や
看
護
師
か
ら
症

状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処
の
仕
方
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

小
児
救
急
医
療
相
談
受
付
時
間

▽
平
日
：
午
後
７
時
〜
翌
朝
７
時

▽
土
曜
日
：
正
午
〜
翌
朝
７
時

▽
日
曜
日
：
午
前
７
時
〜
翌
朝
７
時

○
薬
に
つ
い
て

▽
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
、
余
っ

て
い
る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▽
薬
は
、
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
副

作
用
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
で
、
処
方
済

み
の
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、

飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

▽
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
医

療
費
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
重
複

す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
っ
て
体
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と

き
は
、
医
師
に
伝
え
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

▽
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持

ち
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
国
保
医
療
課
国
保
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
１

医
療
機
関・薬
局
を
利
用
す
る
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
29
年
４
月
に

小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
を
対
象
に
、

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
就
学

に
当
た
っ
て
の
心
配
や
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
詳
し
い
内
容
を
記
載
し

た
案
内
を
９
月
上
旬
ま
で
に
送
付
す
る
予

定
で
す
。

対
象　
平
成
22
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
23

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

日
程
・
場
所

▽
９
月
28
日
㈬　
春
日
北
小
学
校

▽
９
月
30
日
㈮　
春
日
南
小
学
校

▽
10
月
４
日
㈫　
春
日
西
小
学
校

▽
10
月
６
日
㈭　
春
日
原
小
学
校

▽
10
月
19
日
㈬　
須
玖
小
学
校

▽
10
月
20
日
㈭　
春
日
野
小
学
校

▽
10
月
21
日
㈮　
日
の
出
小
学
校

▽
10
月
26
日
㈬　
春
日
小
学
校

▽
11
月
１
日
㈫　
天
神
山
小
学
校

▽
11
月
２
日
㈬　
白
水
小
学
校

▽
11
月
８
日
㈫　
大
谷
小
学
校

▽
11
月
９
日
㈬　
春
日
東
小
学
校

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

受
付
場
所　
各
小
学
校
の
体
育
館
ま
た
は

多
目
的
ホ
ー
ル

健
診
項
目　
内
科
、
歯
科
、
視
力
、
聴
力
、

適
性
検
査

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、
保

護
者
と
子
ど
も
の
上
履
き

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
保
健
給
食

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

の
人
が
、Ｊ
Ｒ
の
通
勤
定
期（
通
学
定
期
は

対
象
外
）を
購
入
す
る
場
合
に
、３
割
引
き

に
な
る
制
度
で
す
。こ
の
制
度
の
利
用
を
希

望
す
る
人
は
、事
前
に
特
定
者
資
格
証
明

書
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
児
童
扶
養
手
当
証

書
、印
鑑
、申
請
用
写
真
２
枚（
６

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
縦
２・５㎝

×
横
２㎝
、正
面
向
き
上
半
身
脱
帽

の
も
の
）

申
請
方
法　

こ
ど
も
未
来
課
母
子
児
童

担
当（
市
役
所
２
階
）に
必
要
書
類

を
持
参
す
る
か
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/siseijoho/shir 
you/shinseisyo.htm

l#m
en 

u10

）か
ら
様
式
を
入
手
し
必
要

書
類
と
併
せ
て
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課

母
子
児
童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
の

Ｊ
Ｒ
通
勤
定
期
の
割
引

　
保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象

に
、第
２
回
春
日
市
公・私
立
保
育
園（
所
）

合
同
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
の
認
可
保
育
園（
所
）全
11
園
が
そ

れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を
設
け
、
各
園
の
特
色
や

保
育
方
針
、
仕
事
内
容
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
は
話
を
聞
い
て

み
た
い
と
い
う
人
も
大
歓
迎
で
す
。

　
園
に
よ
っ
て
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の

他
、
短
時
間
勤
務（
１
日
４
時
間
程
度
勤

務
、
週
３
日
程
度
の
勤
務
）の
制
度
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
だ
け
で
な
く
、

看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
若
干
名
も
募
集
し

ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、
普
段
着
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
10
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
４
時（
開

場
：
午
後
１
時
）

※
開
催
時
間
内
は
、
出
入
り
自
由
で
す
。

場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

※
市
民
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
。

参
加
保
育
園　
昇
町
保
育
所
、
春
日
原
保

育
所
、
須
玖
保
育
所
、
大
和
保
育

所
、岡
本
保
育
所
、白
水
保
育
所
、

春
日
中
央
保
育
園
、若
竹
保
育
園
、

あ
い
あ
い
保
育
園
、
ま
み
ぃ
保
育

園
、
春
日
や
よ
い
保
育
園

問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
担

当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
１
５

子
ど
も
の
笑
顔
に
包
ま
れ
た
保
育
園（
所
）で
、働
き
ま
せ
ん
か

就
学
時
健
康
診
断

　愛犬との散歩は、とても楽しいもので
す。
　しかし、社会には犬が好きな人もいれ
ば、怖いと思う人もいます。犬の大きさに
関わらず、散歩など外出するときは、必ず
手綱をしましょう。
　また、フンをしたときは、必ず持ち帰りま
しょう。尿をさせる場所も迷惑にならない
ようなところを選び、ペットボトルなどで水
を持参し、排尿の後は必ず流しましょう。
問い合わせ先
環境課生活
環境担当
☎（584）1111
（代表）
F（584）1147

犬の散歩マナーが大切です
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英
語
に
親
し
み
、
英
語
力
の
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
英
語
暗
唱
・
ス

ピ
ー
チ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
23
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ

ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

出
場
者　
市
立
中
学
校
の
生
徒

部
門　

▽
課
題
の
部　
学
年
ご
と
に
指
定
さ
れ
た

課
題
文
を
、
聞
き
手
に
伝
わ
る
よ
う
に

工
夫
し
な
が
ら
暗
唱

▽
フ
リ
ー
の
部　
自
由
な
テ
ー
マ
で
の
英

語
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

表
彰　

▽
課
題
の
部
：
学
年
ご
と
に
最
優
秀
賞
１

人
、
優
秀
賞
３
人

▽
フ
リ
ー
の
部
：
最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀

賞
３
人

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
学
校
教
育

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３

第
１
１
回
春
日
市
中
学
生
英
語
暗
唱・ス
ピ
ー
チ
大
会
開
催

　
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
、
市
長
が
各
地
区
公
民
館

を
訪
問
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

を
し
ま
す
。

　
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
地
区
ト
ー
ク

　
日
程
・
会
場

　
▽
８
月
22
日
㈪　
小
倉
東
地
区
公
民
館

▽
８
月
25
日
㈭　
春
日
公
園
地
区
公
民

館

　
▽
８
月
30
日
㈫　
宝
町
地
区
公
民
館

　
▽
８
月
31
日
㈬　
光
町
地
区
公
民
館

　
時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

○
春
日
市
六
中
・
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト　
出

前
ト
ー
ク

　
春
日
市
六
中・生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
で
、

中
学
生
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
24
日
㈬

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

※
一
般
の
人
は
参
観
の
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
５

出
前
ト
ー
ク　
８
月
後
半

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
希
望

す
れ
ば
60
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
で
、
繰

り
上
げ
て
、
ま
た
は
繰
り
下
げ
て
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
場
合
の
支
給
率
は
、
下
表
を
見
て

く
だ
さ
い
。

繰
上
げ
請
求
時
の
注
意
点

▽
繰
上
げ
請
求
後
に
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
状
態
に
な
っ

た
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ

な
い

▽
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
決
定
し
た
金
額

は
、
以
後
変
更
さ
れ
な
い（
物
価
変
動

に
よ
る
金
額
の
変
更
あ
り
）

▽
す
で
に
他
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
年
金
は
支
給
停
止
に
な
る

こ
と
が
あ
る

問
い
合
わ
せ
先　

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

　
☎（
５
５
２
）６
１
１
２

　
F（
５
４
１
）７
６
４
９

▽
市
民
課
年
金
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
１

■「繰上げ・繰下げ請求」をした場合の年金支給率
　（65歳となる月から受給を始めた場合の年金額を100％としたとき）

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳

70％ 76％ 82％ 88％ 94％ 100％ 108.4％ 116.8％ 125.2％ 133.6％ 142％
（以降同じ）

満65歳となる月から1カ月繰り上げるごとに
0.5％ずつ減額 100％ 満65歳となる月から1カ月繰り下げるごとに0.7％ずつ

増額

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ・繰
下
げ
受
給



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

春日野中学校

認知症サポーター養成講座
　市、春日市地域密着型サービス事業者、社会福祉協議会の三者が、7月12日、
春日野中学校で「認知症サポーター養成講座」を開催しました。中学生を対象に講
座が行われるのは市内で初めてで、同校3年生 275人が参加しました。
　市職員は生徒に「認知症という病気を知っていますか」という問いかけをし、認
知症の症状や認知症の人への接し方についての話などをしました。
　その後、認知症に関するクイズが出され、生徒たちは迷いながらも挙手で答えていました。
　三者は、今後も幅広い年代に「認知症」を正しく理解してもらうために、講座を開催していく予定です。

△認知症の人への対応について寸
劇を行うスタッフたち

市スポーツ少年団

40周年記念式典兼第40回認定式
　7月17日、ふれあい文化センタースプリングホールで、市のスポーツ少年団に
所属する団員や関係者などが参加し、市スポーツ少年団40周年記念式典兼第40
回認定式が開催されました。
　記念式典は、市に拠点を置く「劇団やよい座」によるオリジナルミュージカル

「Ｄ
デ ィ ア ー

ＥＡＲ　Ｆ
フ レ ン ド
ＲＩＥＮＤ」で始まり、楽しい歌やダンスで、スポーツを通して育まれる友情を表現しました。会場で

は大きな笑い声が上がったり、真剣に見入ったりする姿が見受けられました。認定式では、40周年記念功労者や新
体力テストＡ判定優秀者の表彰、登録指導者への三カ年表彰や委嘱証交付、認定指導者やジュニアリーダーの紹介が
行われました。団員誓いの言葉では、5人の団員が力強く団員綱領を発表し、これまでの感謝の気持ちを手話で表す
場面もありました。主催者の中

なかたに
谷純

じゅんこ
子さん（市スポーツ少年団本部長）は「皆さんのご協力で40周年を迎えることがで

きました。ありがとうございました」と感謝の言葉を述べました。

△「団員の誓い」を述べる団員たち

性犯罪に遭わないために

性犯罪被害防止　街頭啓発
７月22日、JR博多南駅前で、性犯罪被害防止の街頭啓

発を行いました。
この日は、春日警察署、福岡県警察本部、福岡県警友会

および春日市が合同で、帰宅途中の女性など約200人に対
し、周囲を警戒しながら歩くことなどを呼びかけました。
同駅周辺では、性犯罪などの抑止のため、市が街頭防犯カメラを３カ所に合計８台設置し、７
月から運用を開始しています。性犯罪の被害に遭わないために、深夜の１人歩きは避ける、イ
ヤホンをしたり、スマホを見ながら歩いたりしないことなどに注意しましょう。

△JR博多南駅で性犯罪被害防止を
呼びかける職員たち

▷
Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅
周
辺
に
設
置
さ

れ
た
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

10市 報 か す が
平成28年8月15日
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イ
ベ
ン
ト

飲
酒
運
転
撲
滅

安
全
安
心
フ
ェ
ア

　
今
年
は
、
飲
酒
運
転
が
原
因
で「
海

の
中
道
大
橋
に
お
い
て
幼
児
３
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
事
故
」か
ら
10
年
、
ま
た
、

「
粕
屋
町
に
お
い
て
高
校
生
２
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
事
故
」か
ら
５
年
の
節
目

の
年
で
す
。
し
か
し
、
飲
酒
運
転
事
故

発
生
件
数
は
、
昨
年
、
５
年
ぶ
り
に
増

加
に
転
じ
、
今
年
も
昨
年
と
同
様
の

ペ
ー
ス
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
図
る

た
め
、
春
日
警
察
署
主
催
の「
飲
酒
運

転
撲
滅
安
全
安
心
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
当
日
は
消
防
署
や
自
衛
隊
の
車
両
展

示
や
、
警
察
官
に
よ
る
白
バ
イ
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
併
せ
て
行
い

ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
19
日
㈮

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

場
所　
西
鉄
自
動
車
教
習
所（
大
野
城

市
山や

ま
だ田
３
ー
12
ー
15
）

※
荒
天
時
は
、
中
止
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
来
場
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
春
日
警
察
署
交
通
第
一
課

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

陸
上
自
衛
隊

定
期
演
奏
会

　
陸
上
自
衛
隊
第
４
師
団「
第
４
音
楽

隊
第
41
回
定
期
演
奏
会
」を
行
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
事
前
応
募
が

必
要
で
す
。

日
時　
９
月
17
日
㈯

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時（
開
場
：
午

後
１
時
30
分
）

場
所　
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
１
ー
１
）

応
募
方
法　
９
月
５
日
㈪（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
か
同

団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w
w
.m
od.go.jp/gsdf/

w
ae/4d/index.htm

l

）か

ら
メ
ー
ル
で
応
募
す
る

※
チ
ケ
ッ
ト
か
は
が
き
が
な
い
と
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
団
司
令

部
総
務
課
広
報
室
定
期
演
奏

係（
〒
816
ー
８
６
６
６
大
和
町

５
ー
12
）

☎（
５
９
１
）１
０
２
０

F（
５
０
１
）２
７
３
０

adm
inpr-4d@

inet.gsdf.m
od.

go.jp

つ
く
し
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
音
楽
と
食
の
祭
典
〜

　
一
般
社
団
法
人
つ
く
し
青
年
会
議
所

設
立
45
周
年
記
念
事
業
と
し
、「
音
楽
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
、地
域
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
食
を
融
合
す
る
こ
と
で

「
音
楽
で
賑
わ
う
ま
ち
」を
演
出
す
る
、

つ
く
し
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
行
い
ま
す
。

日
時　

▽
９
月
３
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▽
９
月
４
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

場
所　

天
拝
山
歴
史
自
然
公
園（
筑

紫
野
市
武む

さ
し蔵
６
２
６
ー
５
）、

武
蔵
寺（
筑
紫
野
市
武
蔵

６
２
１
）、
二
日
市
温
泉「
博
多

湯
」（
筑
紫
野
市
湯ゆ

ま
ち町
１
ー
14
ー

５
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
会
議
所
事
務
局

☎（
９
２
４
）８
３
３
８（
代
表
）

F（
９
２
１
）２
９
０
６

博
多
座
市
民
半
額
観
劇
会

お
た
ふ
く
物
語

　
博
多
座
で
行
わ
れ
る
藤ふ
じ
や
ま山
直な
お
み美
さ
ん

他
出
演
の「
お
た
ふ
く
物
語
」の
公
演
チ

ケ
ッ
ト
を
半
額
で
購
入
で
き
ま
す
。

日
時　

▽
10
月
５
日
㈬　
午
後
１
時
〜

▽
６
日
㈭　
午
前
11
時
〜

▽
８
日
㈯　
午
後
４
時
〜

▽
11
日
㈫　
午
前
11
時
〜
、
午
後
４
時

〜
▽
13
日
㈭　
午
前
11
時
〜

場
所　
博
多
座（
福
岡
市
博
多
区
下し

も
か
わ川

端ば
た
ま
ち町
２
ー
１
）

料
金　
Ａ
席
７
２
５
０
円（
通
常
１
万	

４
５
０
０
円
）

※
取
り
扱
い
手
数
料
が
１
枚
４
０
０
円

（
２
枚
の
場
合
７
０
０
円
）と
、
別

途
振
替
手
数
料
が
必
要
で
す
。

定
員　
各
回
１
０
０
人（
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
８
月
23
日
㈫（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
希
望
公
演

日
時（
１
通
１
公
演
の
み
）、
参

加
人
数（
１
人
ま
た
は
２
人
）、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
送
る

申
込
先　
〒
810
ー
８
７
９
９
日
本
郵
便

㈱
福
岡
中
央
郵
便
局
留「
市
民

半
額
会
」宛
て

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
社
団
法
人
日
本

演
劇
興
行
協
会
市
民
半
額
会
事

務
局

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111

☎　電話番号　F　ファックス番号　 　メールアドレス

☎（
７
５
１
）８
２
５
８

受
験
者
を一般
募
集

第
６
回
知
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｋカ

ス

ガ

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

　
市
教
育
委
員
会
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
学

校
５・
６
年
生
を
対
象
と
し
て
国
語
、

算
数
の
問
題
に
挑
む
知
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
も
、生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、

小
学
校
５・
６
年
生
に
加
え
、
一
般
の

参
加
者
も
募
集
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
小
学
生
と
同
じ

会
場
で
小
学
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
20
歳
以
上
の
市
民（
学
生
を
除

く
）

※
小
学
校
５・
６
年
生
の
募
集
は
、
終

了
し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時
20
分（
受
付：

午
前
９
時
30
分
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

（
大
谷
６
ー
24
）

教
科　
国
語
、
算
数（
小
学
校
６
年
生

程
度
）

定
員　
１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　

８
月
15
日
㈪
〜
26
日
㈮

に
、電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課

学
校
教
育
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
５
３
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タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fu	

kuoka.jp

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
を
対
象
と
し
た
、
離
乳
食
の

作
り
方
や
進
め
方
を
学
ぶ
教
室（
離
乳

食
中
期
以
降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　
託
児（
12
人
、
申
込
先
着
順
、
１
人

３
０
０
円
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
の

保
護
者

日
時　
９
月
27
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
50
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

材
料
費　
２
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
ふ

き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
託
児
に

必
要
な
道
具（
名
前
を
記
入
）

申
込
方
法　

８
月
15
日
㈪
〜
29
日
㈪

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど

も
の
名
前
・
性
別
・
生
年
月
日
、

託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
は
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
気
に

な
る
人
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
８
月
31
日
㈬
、
９
月
14
日
㈬

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
成
人
保
健
担
当　
　
　
　

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

参
加
者
募
集

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
カ
月
か
ら

６
カ
月（
平
成
28
年
３
月
〜
６
月
生
ま

れ
）の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く

り
を
応
援
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
９
月
９
日
㈮
、
14
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者

の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
８
月
18
日
㈭
〜
31
日
㈬
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名

前
、
生
年
月
日
、
居
住
地
区
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来

課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

環　

境

風
呂
敷
で
楽
し
く
エ
コ

参
加
者
募
集　

　
一
枚
の
風
呂
敷
が
、
包
み
方
に
よ
り

い
ろ
い
ろ
な
形
に
変
わ
り
ま
す
。
機
能

的
で
あ
る
と
同
時
に
、
ア
レ
ン
ジ
次
第

で
見
た
目
も
華
や
か
に
な
る
、
昔
な
が

ら
の
知
恵
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
９
月
６
日
㈫

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実
習

室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
15
日
㈪
〜
30
日
㈫

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
参
加
者
に
は
、
後
日
詳
細
を
知
ら
せ

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n
kyo

@
city.ka

su
ga
.

fukuoka.jp

飲
酒
運
転
の
撲
滅

　
県
内
で
は
、
飲
酒
運
転
を
原
因
と

し
た
交
通
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、「
飲

酒
運
転
の
撲
滅
」に
は
程
遠
い
状
況
で

す
。

　
県
内
か
ら
飲
酒
運
転
を
撲
滅
す
る

た
め
に
も
、「
飲
酒
運
転
で
は
な
い
か
」

と
感
じ
た
ら
、
１
１
０
番
通
報
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
の
３
つ
の

約
束

１
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

　
運
転
者
は
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
運

転
せ
ず
、
公
共
交
通
機
関
や
運
転

代
行
業
者
な
ど
を
利
用
す
る

２
運
転
を
す
る
人
に
酒
を
飲
ま
せ
な

い
　
運
転
す
る
予
定
が
あ
る
人
に
は
、

絶
対
に
酒
を
勧
め
た
り
、
飲
ま
せ

た
り
し
な
い

３
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
を
さ
せ

な
い

　
飲
酒
し
た
人
に
は
絶
対
に
運
転

さ
せ
な
い
と
と
も
に
、
飲
酒
し
て

運
転
す
る
人
の
車
に
同
乗
し
な
い

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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あ
な
た
も

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
は
、
家
庭
で
の
電
気
使
用
量
の
削

減
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る「
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
事
業
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

事
業
の
内
容

▽
申
し
込
み
後
、
県
か
ら「
エ
コ
フ
ァ

ミ
リ
ー
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
を
協
賛

企
業
の
店
で
提
示
す
る
と
、
割
り

引
き
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
協
賛
企
業
や
特
典
の
情
報
は
、

ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ

ト
で
随
時
紹
介
さ
れ
ま
す
。

▽
上
半
期
お
よ
び
下
半
期
の
家
庭
で
の

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
使
用
量
の
取

り
組
み
結
果
を
報
告
す
る
と
、
協

賛
企
業
で
使
用
で
き
る「
エ
コ
チ

ケ
ッ
ト（
金
券
）」が
抽
選
で
当
た
り

ま
す
。

▽
さ
ら
に
、
夏
季（
７
〜
９
月
）お
よ
び

冬
季（
12
月
〜
翌
年
２
月
）期
間
の

電
気
使
用
量
の
検
針
票
を
報
告
す

る
と
、
抽
選
で
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
や
協
賛
企
業
の
提
供
賞

品
が
当
た
り
ま
す
。

申
込
方
法　
「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ

応
援
ｂ
ｏ
ｏ
k
」の
申
込
書
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
で
提
出

す
る
か
、「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ

イ
フ
応
援
」サ
イ
ト（http://

w
w
w
.ecofukuoka.jp/

）

か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
環
境
保
全

課
地
球
温
暖
化
対
策
係

☎（
６
４
３
）３
３
５
６

F（
６
４
３
）３
３
５
７

福　

祉

ひ
と
り
親
家
庭
親
子
夏
休
み
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

「
さ
あ
、
思
い
っ
き
り
思
い
出
作
ろ
う
！
」

　
市
母
子
寡
婦
福
祉
会（
団
体
通
称
名：

レ
イ
ン
ボ
ー
福
祉
会
）は
、
一
人
親
家

庭
の
親
子
を
対
象
に
、バ
ス
で
行
く「
夏

休
み
★
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」を
行
い

ま
す
。

日
時	

８
月
27
日
㈯

午
後
１
時
20
分
〜
午
後
10
時

（
集
合
：
午
後
１
時
）

集
合
帰
着
場
所　
春
日
市
役
所

※
市
役
所
駐
車
場
は
有
料
で
す（
最
大

８
０
０
円
）。

行
き
先　
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド（
北
九

州
市
八
幡
東
区
）

入
場
料
な
ど（
フ
リ
ー
パ
ス
・
ミ
ー
ル

ク
ー
ポ
ン
を
含
む
）

▽
大
人　

３
０
０
０
円（
会
員
２
０	

０
０
円
）

▽
中
学
・
高
校
生　
２
０
０
０
円

▽
小
学
生
以
下　
１
０
０
０
円

※
入
場
料
な
ど
は
、
現
地
で
直
接
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
親
子
25
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法　

８
月
15
日
㈪
〜
22
日
㈪

（
16
日
㈫
は
休
み
）に
、
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
参
加
者
全
員
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

※
参
加
決
定
者
に
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
白
水
大
池
公

園
虹に

じ
の
売
店

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

kasugaboshi@
w
ak.bbiq.jp

平
成
２
８
年
度

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　
就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
者
と
企
業

の
人
事
担
当
者
が
直
接
面
談
を
行
い
ま

す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
履
歴
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
20
日
㈫

　
　
　
正
午
〜
午
後
４
時

場
所　
福
岡
国
際
会
議
場（
福
岡
市
博

多
区
石せ

き
じ
ょ
う
ま
ち

城
町
２
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南（
春
日
公
園
３
ー
２
）

☎（
５
１
３
）８
６
０
９

F（
５
１
３
）８
６
０
６

問い合わせ先　環境課環境保全担当
☎（584）1111（代表）　F（584）1147

フードマイレージとは　

　最近、よく外国産の食べ物を見か
けますが、日本で消費される食材の
うち、外国産の食べ物の割合は実に
6割に及びます。
　これらの輸入食品が環境に与え
る負荷の大きさを測る指標として、
フードマイレージがあります。これ
は、食料の輸送距離という意味を持
ち、遠くから運んだり、環境負荷が
大きい輸送手段で運んだりすると、
値が大きくなります。日本はこの値
が世界の主要国と比べて特に大き
く、いかに外国産の食料に依存して
いるかが分かります。
フードマイレージを小さくする方法
地産地消を心掛ける
　食料を運ぶ距離が長いと、飛行機
やトラックが排出するCO2が増え、
同時に新鮮さも失われます。最近は
スーパーマーケットなどでも地元で
作られた野菜を販売する産地直送
コーナーも増えています。地元の食
材を選び、地産地消を心掛けましょ
う。
エコレールマークを探す
　CO2排出量の
少ない鉄道貨物
輸送を利用して
いる企業は、国
土交通省から認
定を受けてエコレールマークを表示
することができます。
　商品パッケージやカタログ、広告
などに表示されているので、積極的
にエコレールマークが付いた商品を
選びましょう。
　今日をきっかけに、これらのポイ
ントを押さえながら、エコな食生活
を一緒に目指しませんか。
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県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
講
習
会

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
人
親
家
庭
の
就

労
、
自
立
促
進
の
た
め
の
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

　
託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
、
要

予
約
）も
行
い
ま
す
。

歯
科
助
手
講
習
会

　
歯
科
助
手
専
門
員
の
資
格
取
得
に
向

け
て
、
受
付
窓
口
の
対
応
、
マ
ナ
ー
、

会
計
な
ど
の
事
務
関
連
業
務
や
、
治
療

の
流
れ
に
合
わ
せ
た
診
療
介
助
業
務
な

ど
、
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
し
ま

す
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡
婦

で
、
資
格
を
生
か
し
て
就
職
や

転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

※
講
習
会
の
全
日
程
に
出
席
し
、
終
了

後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

日
程　
9
月
24
日
〜
11
月
19
日
の
毎
週

土
曜
日（
全
９
日
間
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
学
習
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　
無
料（
認
定
試
験
料
・
テ
キ

ス
ト
代
の
一
部
負
担
金
と
し
て

５
０
０
０
円
の
自
己
負
担
あ

り
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
、
申
込
少
数
の
場
合
は

中
止
の
可
能
性
あ
り
）

申
込
方
法　
９
月
５
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、
郵
便
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

込
書
を
送
る

※
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
課（
市
役

所
２
階
）、
県
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
社
会
福
祉
課（
大
野
城
市
白し

ら

木き
ば
る原
３
ー
５
ー
25
）ま
た
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://fukuoka-ken	

boren.jp/

）で
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

講
演
講
座

認
知
症
予
防
教
室

参
加
者
募
集

　
認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
の
、
実
技

中
心
で
脳
の
活
性
化
を
行
う
楽
し
い
教

室
で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
兼
ね
て
行
い
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
一
つ
の
コ
ー
ス
に
の

み
参
加
で
き
ま
す
。

　
各
教
室
の
修
了
者
に
は「
認
知
症
の

方
を
支
援
し
ま
す
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
進
呈
し
ま

す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

○
男
性
コ
ー
ス（
や
や
運
動
強
度
が
高

い
）

対
象　
お
お
む
ね
65
〜
75
歳
の
市
民

（
男
性
）

日
程　
９
月
14
日
〜
10
月
５
日
の
毎

週
水
曜
日（
全
４
回
）

講
師　
鶴つ

る
ぞ
の園
英ひ
で
み美
さ
ん（
運
動
指
導

士
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス（
や
や
難
易
度

の
高
い
計
算
や
作
文
を
行
う
）

対
象　
お
お
む
ね
65
〜
80
歳
の
市
民

日
程　
10
月
31
日
〜
11
月
21
日
の
毎

週
月
曜
日（
全
４
回
）

講
師　
西に

し
の野
拓た
く
み見
さ
ん（
介
護
福
祉

士
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

○
や
さ
し
め
コ
ー
ス（
簡
単
な
脳
ト
レ

を
じ
っ
く
り
行
う
）

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民

日
程　
11
月
１
日
〜
22
日
の
毎
週
火

曜
日（
全
４
回
）

講
師　
三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
介
護
福

祉
士
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直

接
高
齢
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢

者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
０

テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会

受
講
生
募
集

　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
各
団
体
の
指
導

者
お
よ
び
保
護
者
ま
た
は
、
市
内
に
居

住
し
、
テ
ー
ピ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
人

を
対
象
と
し
た
、
テ
ー
ピ
ン
グ
の
効
果

的
な
使
い
方
が
学
べ
る
講
座
で
す
。

　
膝
が
出
せ
る
服
装（
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

不
可
）で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
る
べ
く
２
人
１
組
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
22
日
㈭

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
１
階

会
議
室
１・
２・
３（
大
谷
６
ー

28
）

参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
練
習
用

テ
ー
ピ
ン
グ
代
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

申
込
方
法　
９
月
２
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
事
務
局　
浦う

ら
た田

☎
０
８
０（
４
２
８
０
）３
６
４
４

F（
５
５
８
）０
２
９
４

仲
良
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
人
娘

井い

で手
佐さ

ち

こ
智
子
さ
ん
、木き
む
ら村
美み
す
ず鈴
さ
ん
、

長な
が
の野
須す

み

こ
美
子
さ
ん（
年
齢
は
秘
密
！
）

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木

苑
で
、
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
る

「
レ
ッ
ツ
ふ
れ
あ
い
体
操
」は
、
脳

ト
レ
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
楽
し
い

内
容
で
人
気
の
教
室
で
す
。
そ
こ
で

講
師
役
を
務
め
て
い
る
の
が
、
井
手

さ
ん
、
長

野
さ
ん
、

木
村
さ
ん

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
３

人
娘
。

　
教
室
は

３
人
の

見
事
な
連
係

プ
レ
ー
に
よ

り
、
笑
い
の

絶
え
な
い
和

や
か
な
雰
囲

気
で
進
み
ま

す
。

　

そ
ん
な
３

人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

て
約
20
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
親
の
介
護
や
退
職
後

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
理
由
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、「
み
ん
な
が
笑
っ
て
く

れ
る
と
き
が
う
れ
し
い
」と
、
思
い

は
一
緒
で
す
。
輝
く
笑
顔
の
３
人
娘

に
は
フ
ァ
ン
も
多
数
。
あ
な
た
も
ぜ

ひ
会
い
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

△左から井手さん、長野さん、木村さん
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Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

受
講
者
募
集

　
点
訳
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を

目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

　
点
字
や
視
覚
障
が
い
者
の
支
援
に
関

心
が
あ
り
、
全
日
程
参
加
で
き
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

期
間　
10
月
４
日
㈫
〜
12
月
20
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日（
全
12
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館（
福
岡
市
中
央
区

長な
が
は
ま浜
１
ー
１
ー
34
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
９
月
１
日
㈭
の
午
前
９
時

30
分
以
降
に
、
電
話
で
申
し
込

む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発

株
点
字
教
室
係

☎（
７
５
１
）４
０
７
０

F（
７
１
５
）１
１
４
８

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

　
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例
で
営
業
施

設
ご
と
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
、
食
品
衛
生
責
任
者
の
知
識
と
技
術

を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
講
習
会
終
了
後
に
修
了
書
を
交
付
し

ま
す
。

対
象　
食
品
関
係
営
業
者
お
よ
び
従
事

者
や
、
受
講
を
希
望
す
る
人

日
時　
９
月
14
日
㈬　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

受
講
料　
８
０
０
０
円

定
員　
２
８
０
人

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
食
品
衛
生
協
会

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

▽
同
協
会

　
☎（
５
７
５
）５
０
５
６

　
F（
９
８
２
）８
３
１
９

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎（
５
１
３
）５
５
８
２

募　

集

公
益
財
団
法
人
余
慶
会

奨
学
生
募
集

　
同
会
第
２
回
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
県
内
の
高
等
学
校
に
在
籍
し
、
平
成

29
年
３
月
卒
業
予
定
の
生
徒

▽
一
人
親
家
庭（
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
家
庭
）や
里
親
家
庭
に

属
し
て
い
る
か
、
児
童
養
護
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
お
り
、
学
習
意

欲
が
高
く
大
学（
短
期
大
学
、
専
門

学
校
を
含
む
）な
ど
へ
の
進
学
を
希

望
す
る
生
徒

募
集
人
員　
40
人
程
度

給
付
額　
年
額
50
万
円（
返
済
義
務
な

し
）

選
考
方
法　
書
類
審
査

申
込
期
限　
９
月
30
日
㈮（
必
着
）

※
申
込
方
法
や
併
給
制
限
な
ど
、
詳
し

く
は
同
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

yokeikai.cosm
ospc.co.jp/

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会

☎（
５
１
７
）５
６
６
８

F（
４
３
３
）０
６
６
６

中
学
生
と
遊
ぼ
う
！

参
加
者
募
集

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

春
日
は
、
中
学
校
と
協
力
し
て
乳
幼
児

と
中
学
生
と
の
交
流
授
業「
中
学
生
と

遊
ぼ
う
！
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、中
学
３
年
生
の
家
庭
科（
保

育
）の
授
業
と
し
て
中
学
生
が
幼
児
と

交
流
し
、
育
児
に
つ
い
て
学
習
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
交
流
授
業
で
中
学
生
と
交
流
す

る
幼
児
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
は
無
料

で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
０
〜
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

日
程　
９
月
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
20
日

㈫
、
26
日
㈪（
１
日
の
み
の
参

加
も
可
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜（
約
２
時
間
）

場
所　
春
日
北
中
学
校（
桜
ヶ
丘
７
ー

20
）

定
員　
各
20
組

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈮
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
昇
町
３
ー
１
０
５
福
祉
団
体

連
絡
室
内
）

※
毎
週
水
曜
日
の
、
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
の
み
在
室
し
て
い
ま
す
。

☎（
５
７
２
）８
７
４
０（
F
兼
用
）

kosodatekasuga@
yahoo.

co.jp

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
派
遣
事
業（
福
岡
県
枠
）

　
国
際
交
流
基
金
が
実
施
す
る
事
業
で

す
。
現
地
で
日
本
語
教
師
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
と
し
て
日
本
文
化
・
福
岡
の
魅

力
な
ど
を
紹
介
す
る
業
務
に
携
わ
る
人

を
、
募
集
・
推
薦
し
ま
す
。

対
象　
20
歳
〜
69
歳
で
日
本
国
籍
を
有

し
、県
内
に
居
住
ま
た
は
通
学・

通
勤
し
て
い
る
人

派
遣
先　

▽
タ
イ　
10
人

▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　
20
人

派
遣
期
間　
平
成
30
年
３
月
頃
ま
で

申
込
方
法　
９
月
15
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
窓
口（
午
後
５
時
ま
で
）の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

※
費
用
や
条
件
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

企
画
・
交
流
班（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
１
ー
１
ア
ク
ロ
ス

福
岡
西
館
８
階
）

☎（
７
２
５
）９
２
０
４

F（
７
２
５
）９
２
０
５

exchange@
kokusaihiroba.

or.jp
http://w

w
w
.kokusaihiroba.

or.jp/

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
仲
良
く
な
ろ
う
！

〜
活
動
見
学
・
体
験
会
参
加
者
募
集
〜

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
一
団
は
、

元
気
に
楽
し
く
活
動
で
き
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活

動
を
見
学
・
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
楽
し
く
遊
べ
る
野
外
活
動
を
行
い
ま

す
の
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
体
験
会
は
、
保
護
者
も
一
緒
に
参
加

し
、
野
外
活
動
は
運
動
の
で
き
る

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
：
幼
稚
園
・
保

育
園
年
長
〜
小
学
２
年
生

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
：
小
学
３
年
〜
小
学

５
年
生

▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
：
小
学
６
年
〜
中

学
３
年
生

▽
成
人
指
導
者
：
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

興
味
の
あ
る
人

日
時　
９
月
４
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
春
日
公
園
芝
生
広
場（
少
雨
の

と
き
は
児
童
館（
芝
生
公
園
南

側
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
横
））

定
員　
20
人
程
度

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
春
日
第
一
団
事
務
局　
石い

し
ば
し橋

（
大
谷
８
ー
１
４
１
）

☎（
５
７
３
）１
３
９
３（
F
兼
用
）
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考
え
て
行
動
す
る
生
徒

　
６
月
17
日
、
梅
雨
の
合
間
の
好
天

の
下
、
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
地
域

清
掃
活
動
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン「
考
え
て
動
く
」

の
行
動
の一つ
と
し
て
、
地
域
の
た
め

に「
何
か
出
来
な
い
か
」を
考
え
、
取

り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　
自
治
会
長
さ
ん
方
へ
の「
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
を
き
れ
い
に
し
た
い

で
す
」と
い
う
学
校
運
営
協
議
会
で

の
緊
張
の
ア
ピ
ー
ル
、
実
施
に
向
け

た
準
備
な
ど
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

は
想
像
以
上
に
困
難
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
集
会

を
重
ね
る
う
ち
に
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち

の
言
葉
に
は
熱
が
こ
も
り
、
聞
く
生

徒
の
態
度
も
徐
々
に
り
り
し
く
変
化

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
会
の
協

力
も
得
な
が
ら
、「
地
域
を
き
れ
い

に
し
た
い
」と
い
う
当
初
の
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
の
思
い
を
受
け
止
め
、
こ
の

よ
う
な
活
躍
の
場
を
与
え
て
く
れ
る

地
域
や
家
庭
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
生
徒
た
ち
が
こ
の
経
験
を
糧
に
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

春
日
北
中
学
校
校
長　
中な
か
が
わ川

哲て
つ
じ治

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち

試　

験

平
成
２
８
年
度

採
石
業
務
管
理
者
試
験

　
平
成
28
年
度
の
採
石
業
務
管
理
者
試

験
を
行
い
ま
す
。

試
験
日
時　
10
月
14
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
県
吉
塚
合
同
庁
舎
６
０
３
A
・

B
会
議
室（
福
岡
市
博
多
区
吉よ

し

塚づ
か
本ほ
ん
ま
ち町
13
ー
50
）

願
書
受
付
期
間　
８
月
８
日
㈪
〜
９
月

16
日
㈮（
郵
送
の
場
合
は
当
日

消
印
有
効
）

願
書
配
布
・
受
付
場
所　
県
商
工
部
工

業
保
安
課
採
石
係（
福
岡
市
博

多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

受
験
手
数
料　
８
０
０
０
円（
県
領
収

証
紙
で
納
入
）

合
格
発
表
日　
11
月
上
旬（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
同
課
採
石
係

☎（
６
４
３
）３
４
３
８

F（
６
４
３
）３
４
４
４

平
成
２
８
年
度

行
政
書
士
試
験

　
平
成
28
年
度
の
行
政
書
士
試
験
を
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
見

て
く
だ
さ
い
。

試
験
日　
11
月
13
日
㈰

会
場　
福
岡
工
業
大
学（
福
岡
市
東
区

和わ
じ
ろ
ひ
が
し

白
東
３
ー
30
ー
１
）

受
験
願
書
受
付
期
限

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
８
月
30
日
㈫
の

午
後
５
時

▽
郵
送
：
９
月
２
日
㈮

合
格
発
表
日　
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
願
書
の
配
布

▽
郵
送
配
布

期
間　
８
月
26
日
㈮
ま
で

請
求
先　
一
般
財
団
法
人
行
政
書
士

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー（
〒
100
ー

８
７
７
９
日
本
郵
便
株
式
会

社
銀
座
郵
便
局
留
）

▽
窓
口
配
布

期
間　
９
月
２
日
㈮
ま
で

場
所　

福
岡
県
庁
県
民
情
報
セ
ン

タ
ー
、
市
町
村
支
援
課（
福

岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー

７
）、
福
岡
県
行
政
書
士

会（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園

２
ー
31
）

願
書
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先　
一
般
財

団
法
人
行
政
書
士
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
２
６
３
）７
７
０
０

F
０
３（
３
２
６
３
）７
７
２
０

http://gyosei-shiken.or.jp/

相　

談

親
と
子
の
な
や
み

相
談
窓
口
の
開
設

　
子
育
て
、
非
行
、
い
じ
め
、
ひ
き
こ

も
り
、
就
労
、
経
済
的
な
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や
若

者
と
そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
、
電

話
や
面
接（
事
前
予
約
が
必
要
）で
対
応

す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す（
電
話
代
、
会
場

ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
）。

期
間　
９
月
９
日
㈮
〜
10
日
㈯

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

相
談
電
話
番
号

☎
０
９
４
２（
３
９
）０
５
３
５（
期
間

中
の
臨
時
電
話
）

面
接
相
談
会
場　

久
留
米
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
城じ

ょ
う
な
ん
ま
ち

南
町

15
ー
３
）

予
約・問
い
合
わ
せ
先　
県
人
づ
く
り・

県
民
生
活
部
私
学
振
興
・
青
少

年
育
成
局
青
少
年
育
成
課

☎（
６
４
３
）３
３
８
８

http://w
w
w
.pref.fukuoka.

lg.jp
/co

ntents/nayam
i-

soudan32.htm
l

相
談
に
応
じ
ま
す

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
悩
み

　
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
悩

み
を
受
け
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
構
い
ま

せ
ん
。
秘
密
も
厳
守
し
ま
す
。

受
付　
月
〜
金
曜
日

※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除

き
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

相
談
専
用
電
話　

０
１
２
０（
７
７
１
）２
０
８

※
来
訪
に
よ
る
相
談
は
、
月
〜
金
曜
日

の
午
後
１
時
〜
５
時
で
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
財
団
法
人
人
権

教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

F
０
３（
５
７
７
７
）１
８
０
３

http://w
w
w
.jinken.or.jp/

そ
の
他

利
用
し
て
く
だ
さ
い

３
０
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン
タ
ー

　
正
社
員
と
し
て
の
就
労
を
希
望
す
る

お
お
む
ね
30
〜
39
歳
の
求
職
者
を
対
象

に
、
合
同
会
社
説
明
会
・
面
談
会
を
開

催
し
ま
す（
年
齢
に
よ
る
入
場
制
限
な

し
）。

　
そ
の
場
で
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
、
予
約
、
履
歴
書

は
不
要
で
す
。

日
時　
９
月
２
日
㈮

　
　
　
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
福
岡
ビ
ル
９
階
大
ホ
ー
ル（
福

岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
11
ー

17
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
７
２
０
）８
８
３
１

F（
７
２
５
）１
７
８
８
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今
年
で
71
回
目
の「
終
戦
記

念
日
」。
こ
の
間
、
我
が
国
は

平
和
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
▼
し
か
し
、
海
外

で
は
、
紛
争
や
テ
ロ
が
絶
え
ま

せ
ん
。
犠
牲
に
な
る
の
は
、
い

つ
も
戦
争
と
は
無
関
係
な
一
般

市
民
で
す
▼
米
国
の
オ
バ
マ
大

統
領
が
広
島
の
平
和
記
念
公
園

で
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」の

実
現
の
必
要
性
を
全
世
界
に
向

け
て
演
説
し
ま
し
た
。
現
職
の

米
大
統
領
が
、
被
爆
地
を
訪
れ

る
と
い
う
歴
史
的
出
来
事
は
、

広
島
と
長
崎
の
人
々
の
思
い
が

結
実
し
た
形
だ
と
思
い
ま
す
▼

美み
そ
ら空
ひ
ば
り
さ
ん
が
、
広
島
平

和
音
楽
祭
で
歌
唱
し
た「
一
本

の
鉛
筆
」と
い
う
歌（
作
詞
：
松ま

つ

山や
ま

善ぜ
ん
ぞ
う三
）が
あ
る
の
を
ご
存
知

で
す
か
。
そ
の
歌
詞
に「
一
本

の
鉛
筆
が
あ
れ
ば
、
戦
争
は
い

や
だ
と
私
は
書
く
」と
い
う
く

だ
り
が
あ
り
ま
す
▼
こ
の
歌

は
、
平
和
に
つ
い
て
自
分
の
言

葉
で
語
る
こ
と
の
大
切
さ
と
勇

気
を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

T

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日9時以降の平
日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111（代表）
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日／8時30分〜17時／いきいきプラザ

◆児童虐待相談　児童相談所全国共通：189（いちはやく）
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
月〜金曜日／8時30分〜17時
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月・水〜金曜日12時〜19時／土曜日10時〜 17時（祝日、年末年始
を除く）
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）
／福岡県男女共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

子育て支援課母子保健担当
　　　　（昇町1‒120いきいきプラザ内）
　☎（584）1015　F（501）0051

　子どもの車内閉じ込めに注意

　夏休みに入ると、自動車で子どもと出掛ける機会が多
くなると思います。
　夏場に閉め切られた車内の温度は、どれくらいまで上
昇するか、知っていますか。
　ＪＡＦによると、暗色系の自動車の場合、８月の車内
の温度は60度近くにまで達するとの報告があります。
　7000人以上を対象にしたアンケート調査によれば、
３割近い人が「子どもを残したまま車を離れたことがあ
る」と回答しています。「寝ているので、起こすとかわい
そう」、「短時間だから」が主な理由ですが、ちょっとし
た油断が、子どもの熱中症や死亡事故など大変な事態を
引き起こすことになりかねません。気温が上昇する夏場
は、特に気を付けましょう。

　また、不意に子どもが閉じ込められる場合もあります。
例えば、車の鍵を車内に入れたまま、大人が先に車を降
り、誤って子どもがドアロックをかけてしまう場合など
です。この場合は、救急隊を呼ぶか、窓ガラスを割って
救出するなどの対応が必要になります。大人が先に車を
降りる際、うっかり子どもを車内に閉じ込めてしまわな
いよう、次の防止策をとりましょう。
▷子どもに車のリモコンキーを渡さない
▷車外に出る時は、必ず車の鍵を持って降りる
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